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抗原タンパク質ナノ粒子の非侵襲的な経皮投与による免疫誘導
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【目的】皮膚には抗原提示細胞が多く存在するため、免疫防御機構の重要な場と
なっている。そのため、経皮ワクチンは効率よく免疫反応を誘起できるシステム
として注目されている。一方、我々はこれまでに、荷電性ナノ粒子（リポソーム）
とイオントフォレシスを組み合わせ、毛孔を介して非侵襲的に皮膚内へ薬物を送
達するシステムの構築に成功している。（日本薬学会第 128 年会において発表）そ
こで本研究では、我々が確立した経皮薬物送達システムを用いて皮膚内に抗原タ
ンパク質ナノ粒子を送達することにより、効率よく免疫反応を惹起できると考え
検討を行った。 
【方法】抗原タンパク質（卵白アルブミン：OVA）を荷電性リポソームと複合体形
成させることでナノ粒子化し、ラット背部皮膚にイオントフォレシスすることで
経皮投与した。蛍光ラベル化した抗原タンパク質ナノ粒子を用いて皮内動態を評
価した。免疫反応は、ナノ粒子投与後に ELISA 法により血清中の抗 OVA 抗体量を
測定することで評価した。 
【結果および考察】OVA をカチオン性リポソームと混合して負電荷ナノ粒子を調製
し、イオントフォレシスしたところ、OVA が浸透し表皮層を越えて真皮層にまで送
達された。また、抗原タンパク質ナノ粒子を投与することにより、血清中に有意
な量の抗 OVA抗体が検出された。さらにナノ粒子をイオントフォレシスする際に、
アジュバントを投与部位に処理することで、抗 OVA 抗体の産生量が約５倍増大し
た。これらの結果から、本経皮送達システムは抗原タンパク質の非侵襲的で効果
的な投与方法として有用であると考えられる。 


